












































　短期大学保育学科 1 年生 68 名を対象とし、平

































なりできている」を 5 点、「大体できている」を 4 点、
「もう少しでできそう」を 3 点、「ほとんどできて
いない」を 2 点、「全くできていない」を 1 点とし、

































図 1 ぶらぶら側転の模式図 
II. 方法 
１．対象及び調査時期 
 短期大学保育学科 1年生 68名を対象とし、平成 30年度 4























少しでできそう」を 3点、「ほとんどできていない」を 2点、「全くできていない」を 1点とし、6項目
×5点＝30点満点とした。 
③実施後アンケート 
図 2 顔の向きと肩関節屈曲位 
図 3 「なかよしパッチンぐるぐる」練習風景 










JavaScript - STAR2012 お よ び Microsoft Excel 
2013 を用い、有意水準は 10％（片側確立）とした。
Ⅲ .　結果および考察
１．基礎調査 ‐ 受講者の属性 ‐
１）利き手及び利き足
　側性係数（LQ）算出の結果、手は左利きが 7 名、
両利きが 1 名、右利きが 60 名であった。足は左















29 名「どちらも同じくらい」は 8 名、実施後では「左





　 左が得意 同じ 右が得意
主観 28 5 35
客観（実施前） 31 8 29












　実施前後の平均点は、左方向では 20.7 ± 7.1
か ら 23.7 ± 5.6 へ と、 右 方 向 で は 20.5 ± 7.1 か
ら 23.1 ± 5.8 へと増加し、対応のある t 検定に
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名）、減少 1%（1 名）、不変 25%（17 名）であっ
たことから、多くの者に効果があったことがうか



















　左方向では増加 66％（45 名）、減少 3%（2 名）、
不変31%（21名）であった。右方向では増加74％（50
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　 　 前 後 前 後 　
左 手のつき方が正しい 4.3 4.6 1.1 0.8 **
手足の順番が正しい 3.8 4.4 1.5 1.1 ***
腰 - 肩 - 手が鉛直上 3.6 4.2 1.4 1.0 ***
股関節が伸展している 2.8 3.3 1.4 1.3 ***
膝関節が伸展している 3.3 3.7 1.3 1.2 *
　 しっかり立って終わる 2.9 3.5 1.4 1.3 ***
　 　 前 後 前 後 　
右 手のつき方が正しい 4.1 4.5 1.1 0.8 **
手足の順番の正しい 3.9 4.2 1.4 1.2 ***
腰 - 肩 - 手が鉛直上 3.5 4.2 1.4 1.0 ***
股関節が伸展している 2.8 3.3 1.5 1.3 ***
膝関節が伸展している 3.3 3.7 1.3 1.1 ***





のみであった（左：4.3 ± 1.1、右：4.1 ± 1.1）こ
とから、この項目の難易度は低いといえる。実施
後においてはこれ（左：4.6 ± 0.8、右：4.5 ± 0.8）
に加え、更に「手足のつく順番が正しい」（左：4.4
± 1.1、右：4.2 ± 1.2）、および「腰 - 肩 - 手が鉛
直上にある（= 体 重を支持できている）」（左：4.2






































 表 2 下位項目の前後比較 
  Mean S.D. 
    前 後 前 後   
左 手のつき方が正しい 4.3 4.6 1.1 0.8 ** 
 
手足の順番が正しい 3.8 4.4 1.5 1.1 *** 
 
腰-肩-手が鉛直上 3.6 4.2 1.4 1.0 *** 
 
股関節が伸展している 2.8 3.3 1.4 1.3 *** 
 
膝関節が伸展している 3.3 3.7 1.3 1.2 * 
  しっかり立って終わる 2.9 3.5 1.4 1.3 *** 
    前 後 前 後   
右 手のつき方が正しい 4.1 4.5 1.1 0.8 ** 
 
手足の順番の正しい 3.9 4.2 1.4 1.2 *** 
 
腰-肩-手が鉛直上 3.5 4.2 1.4 1.0 *** 
 
股関節が伸展している 2.8 3.3 1.5 1.3 *** 
 
膝関節が伸展している 3.3 3.7 1.3 1.1 *** 
  しっかり立って終わる 2.9 3.4 1.5 1.4 *** 
  
***p<0.001  **p<0.01  *p<0.05 
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表 3 各項目間の比較 
実施前－左 実施前－右 実施後－左 実施後－右
mean s.d. mean s.d. mean s.d. mean s.d.
A1 手のつき方が正しい 4.3 1.1 4.1 1.1 4.6 0.8 4.5 0.8
A2 手足の順番が正しい 3.8 1.5 3.9 1.4 4.4 1.1 4.2 1.2
A3 腰-肩-手が鉛直上 3.6 1.4 3.5 1.4 4.2 1.0 4.2 1.0
A4 股関節が伸展している 2.8 1.4 2.8 1.5 3.3 1.3 3.3 1.3
A5 膝関節が伸展している 3.3 1.3 3.3 1.3 3.7 1.2 3.7 1.1
A6 しっかり立って終わる 2.9 1.4 2.9 1.5 3.5 1.3 3.4 1.4
F=34.42 F=30.30 F=35.4 F=30.04
A1 > A2 * A1 = A2 n.s. A1 = A2 n.s. A1 = A2 n.s.
A1 > A3 * A1 > A3 * A1 > A3 * A1 = A3 n.s.
A1 > A4 * A1 > A4 * A1 > A4 * A1 > A4 *
A1 > A5 * A1 > A5 * A1 > A5 * A1 > A5 *
A1 > A6 * A1 > A6 * A1 > A6 * A1 > A6 *
A2 = A3 n.s. A2 = A3 n.s. A2 = A3 n.s. A2 = A3 n.s.
A2 > A4 * A2 > A4 * A2 > A4 * A2 > A4 *
A2 > A5 * A2 > A5 * A2 > A5 * A2 > A5 *
A2 > A6 * A2 > A6 * A2 > A6 * A2 > A6 *
A3 > A4 * A3 > A4 * A3 > A4 * A3 > A4 *
A3 = A5 n.s. A3 = A5 n.s. A3 > A5 * A3 > A5 *
A3 > A6 * A3 > A6 * A3 > A6 * A3 > A6 *
A4 < A5 * A4 < A5 * A4 < A5 * A4 < A5 *
A4 = A6 n.s. A4 = A6 n.s. A4 = A6 n.s. A4 = A6 n.s.

















































































の 「側転が上達した」と主観的に感じている者は約 5割程度、また「反対側の側転 上達した」と主
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A study on “Nakayoshi-Burabura-Sokuten ( Cartwheel with keeping upper limbs 
down and their face-to-face with each other)” Ⅱ




     “Nakayoshi-Burabura-Sokuten” means cartwheel with keeping upper limbs down and their face-to-face with 
each other. Junior college students practiced “Nakayoshi-pacchin-grugru” which is a simplified version of that 
movement once a week for 4 months, for the purpose of improving cartwheel. As a result of comparing the skill 
levels before and after the practice, many of them improved in both left and right direction. Also, many of them 
felt that this movoment was fun and not difficult. From these results, it is thought that this practice is effective as 
a first step for the improve of cartwheel.
【key words】
Cartwheel,  Nakayoshi-Brabura-Sokuten 
